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1は じ め に

水稲Flの利用においては遠縁でヘテロンスの高い日印

交雑力清望と考えられるが,その場合品質が問題となろう。

本試験では,東北地域の多収品種・系統と韓国印度型品種 ,
lR系 統等との交配42組合せについて両親とFlの玄米の

粒形及び品質を調査した。

2試 験 方 法

供試材料は,日本型 4品種・系統及び印度型21品種 (韓

国 9, IR系 統 8,その他 4)間の日印交雑 F142組合せ
及びその両親である。

栽培方法は,慣行の系統栽培に準じた。施肥量は,全量

基肥として窒素,燐酸,加里各成分で06″ /α ,栽植密

度は247株 /″ (複条, 1/2(36+18)× 15m)で 1株
1本植えとした。

調査方法については,粒形は粒形テスターを用いて充実

した平均的な15粒の玄米の長さ及び幅を測定し,腹自及び

表 1 供試した親品種の玄米の諸特性

Flに おける玄米の長さと幅の関係を図 1に 示した。印

度型A,BどちらのFlも 長さ,幅 ともにはぼ両親の中間
の値を示した。日本型の小粒種と韓国の印度型品種との組

合せで一般食用品種と形の上でよく類似しているものがあっ

た。また,日本型と印度型Bと の組合せは韓国の印度型品

種と形の上でよく類似していた。

アキヒカリに対するFlのみかけの品質及び光沢の差を

図 2に示した。Flのなかにはアキヒカリよりみかけの品

不完全米の害1合は充実 した平均的な100粒についてイノラ

イト光源下で観察した。更に,光沢及びみかけの品質は ,

材料の粒形を考慮しないで 3人で観察し,そ の平均値を求

めた。

3 結果 及 び考 察

表 1に供試した親品種の玄米における諸形質を示した。

印度型の品種 系統は玄米の長さが65mよ り短いものを
Aに ,それ以上のものはBに グループ分けした。これによ

り,韓国の 8品種はすべてAに , IRRI育成の 7系統の

うち 6系統はBに入った。印度型いの品質は,みかけの品

質で日本型と同程度のものがあったが,概してみかけの品

質,光沢ともに悪く,平均すると両者とも15ラ ンク程度

低かった。印度型Bは印度型Aよ りも更に悪く,日 本型に

比べてみかけの品質,光沢ともに平均して2ラ ンク以上悪

かった。不完全米の割合は,印度型A,Bのなかには日本

型並のものもあったが,平均すると両者とも20～30%日 本

型より多かった。

注  1)
2)

印度型A,Bは 玄米長によって区分した。
みかけの品質及び光沢は数値が小さいはど良であることを示す。

質が良いものもあったが,光沢はアキヒカリに優るものは

なく,平均すると,いずれも1ラ ンク程度悪かった。

FIのみかけの品質及び光沢,腹自の害J合及び不完全米

の割合について,中間親との差をそれぞれ図 3,4に示し
た。みかけの品質は,印度型A,B両者の組合せとも平均
値としては中間親よりも半ランク程度良く,光沢について

は,平均値としてはほぼ中間親と等しかった。腹自の割合 ,

不完全米の割合については,印度型A,B全体として平均
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図 3 Flのみかけの品質と光沢
の中間親との差
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図 2 Flのみかけの品質と光沢
のアキヒカリとの差

値は中間親とほぼ等 しかった。

ところで,本試験で供試したFlは ほとんどの組合せで

雑種不稔が発生していた。Flの稔実歩合が腹自の発生等

諸形質に及ぼす影響を検討した結果,腹自の割合について

は,Flにおける稔実歩合が低下するほどFlの 中間親に

対する腹自の割合は低下する傾向が認められた (図略 )。

以上,日 印交雑Flにおける玄米品質を検討した結果 ,

粒形,光沢,腹白及び不完全米の割合は平均するとはぼ中

間親と等しかった。みかけの品質の平均値は中間親より半

ランク程度良かった。しかし,日印交雑で不稔緩和遺伝子

図 4 Flの腹自と不完全米の割含
の中間親との差

を利用して雑種不稔が生じなくなると中間親よりもやや悪

くなる可能性がある。品質の良い日印交雑のFl品種を育

成する場合,日本型の親に良質品種を選ぶのが望ましいこ

とはもちろん印度型の親にも品質の良い系統を選ぶ必要が

ある。韓国の印度型品種のなかには粒形や品質が比較的良

好なものもあり,それと日本型とのFlの中には一般食用

品種と形のうえでよく類似しているものもあるので,Fi
品種育成に当たっての印度型の利用または改良は韓国品種

を中心にすることが有効と考えられる。
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